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A 種（5 を超え 30%以下），B 種（30 を超え 60%以
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炉セメント C 種相当：BC）とした． 
 表-3 にコンクリートの調合とフレッシュ性状を
示す．N，BA，BB，BC の 4 種類の結合材を用いて，
W/B55%，細骨材率（s/a）45%，目標空気量 4.5±1.5%
の AE コンクリート，目標空気量 1.0±1.0%の non-
AE コンクリートを混錬した．目標スランプはどち







いて，標準水中養生・材齢 4 週で，JIS A 1108「コン
クリ―トの圧縮試験方法」に準じて測定を行った．













































OPC BFS W OPC BFS S G Air(%) SL(cm) 
AE-N 
55 45 
100 0 184 335 0 761 973 836 4.1 19.0 
AE-BA 85 15 180 278 49 771 975 818 4.5 18.3 
AE-BB 55 45 178 178 146 772 975 809 4.6 18.6 
AE-BC 35 65 176 112 208 774 977 800 3.8 18.2 
non-N 100 0 204 371 0 769 988 
0 
2.0 19.6 
non-BA 85 15 202 312 55 770 990 1.8 18.7 
non-BB 55 45 200 200 164 770 990 1.5 18.4 
non-BC 35 65 198 126 234 772 992 1.4 17.6 
表-2 使用材料 



































 図-1に BFS 置換率と AE および non-AE の促進中
性化 13 週と 20℃・60%RH 気中養生 13 週での中性




う報告 1)に一致する．また，N，BA の AE と non-





図-2 に BFS 置換率と材齢 4 週の圧縮強度の関係






















































図-3 材齢 4 週圧縮強度と 
中性化速度係数の関係 
  
a) 水中 4週 b) 気中 c) 中性化 
図-4 水中凍結融解試験における相対動弾性係数の変化(AE) 
































































































y = -0.06 x + 2.60 
R² = 0.91 
y = -0.19 x + 11.57 































ると，N では 300 サイクル後も 80%以上と高い値を
示した．しかし BA においては，200 サイクル前後
までは N と類似した傾向を示したものの，300 サイ












BA，BB および BC で相対動弾性係数が 90%程度に
とどまった．一方，図-5において，non-AE における
b)気中養生の結果をみると，N は 300 サイクルにお
いてもほとんど劣化していないのに対し，BA では
緩やかな劣化傾向を示し，BB，BC では 6 サイクル
の段階で急激に劣化した．次に，c)促進中性化の場
合には，N では変化はほとんどなく，BA，BB およ
び BC では，劣化傾向を示した．また，BA では気中
 






























































































































































































量変化率を示す．a)水中 4 週および b)気中養生での
N，BA では凍結融解サイクル数の増加とともに供試
体表層のスケーリングによる質量減少がみられる．









BC では質量変化は a)水中 4 週および b)気中養生に
比べて抑制されている． 
図-8 に AE における BFS 置換率と耐久性指数の
関係を示す．耐久性指数の変化をみると，水中 4 週




週に比べ N，BA，BB および BC において耐久性指
数が向上する傾向を得た． 
図-9に non-AEにおける BFS置換率と耐久性指数




において耐久性指数は 20 以下にまで低下し，BFS 置
換率による差は小さくなった．この原因として，細
孔構造の変化が考えられる． 







図-12，図-13 に BFS 置換率と CIF 試験におけるス
ケーリング量の関係を AE，non-AE それぞれ示す．
























































































































































(1) AE コンクリートでは，BFS 置換率によらず，中
性化により耐久性指数が向上し，スケーリング
量も低減した． 
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